ルツの選択
ルツ記 3:10
ルツ記は、抑制によって特徴づけられています。物語は、慎重で、敬虔で、言葉を簡潔に用いています。感情が率直に述べられることはほとんどありません。動機は、説明よりも、通常は行動を通して明らかにされます。深い意義を持つ瞬間でさえ、静かに扱われています。そのため、ルツ記3章10節は、その簡潔な言葉遣いが示唆する以上の感情的な重みを持っています。
打ち場でルツに対するボアズの応答は、この書において個人的な何かが起こっていることを最も明確に示しています。この節はその瞬間を劇的に描いてはいませんが、読者がずっと感じ取ることを許されてきたことを確証しています。
「ルツよ。あなたのようなすばらしい女性は見たことがない。こんなにまでしてナオミに尽くしているとは。貧しくてもまだ若いのだから、若い男に心をひかれても不思議ではないのに、そんな気持ちよりも、買い戻しの権利を持つ私と結婚してナオミのために世継ぎを残そうというのか。
- ルツ記 3:10
絶望からではなく、意図的な選択
ボアズは直ちに、ルツの行動が意図的なものであると捉えます。彼女が若い男性たちを追い求めなかったことに言及することで、彼は彼女に選択肢があったことを認めています。ルツの願いは、必要に迫られただけのものでも、状況によって強いられたものでもありませんでした。彼女は別の将来を求めることもできました。しかし、そうはしませんでした。
ボアズはこのことを理解しています。彼の言葉は、彼女の近づき方が思慮深く、意図をもったものであると彼が認めていることを示しています。この本文から、彼が彼女の願いを軽く受け止めていないことが分かります。
今やボアズ自身をも含む親切
ボアズはルツの行動を親切な行為–ḥesed–と表現し、この親切は彼女が以前に示した献身にまさると言います。彼女が最初に示した親切な行為は、ナオミへの忠誠であり、自分の民と将来を後にしたことでした。その行為は外へ向けられたものであり、契約への忠実さに根ざしていました。
この第二幕にはボアズ自身が登場します。彼はもはや、単に親切が流れる経路となる提供者ではありません。今や彼は、その親切を受ける者です。物語はこの変化を詳しく述べてはいませんが、ボアズの言葉から、彼がそれを感じていることは明らかです。
離脱を伴わない義
ここまで、ボアズは高潔で、寛大であり、神の律法の範囲内で慎重に行動する人物として描かれてきました。ルツ記 3:10は、彼の義が人間味のないものではないことを示しています。彼の応答は温かく、感謝に満ち、肯定的です。彼はルツを祝福し、彼女の選択が意味することについて率直に語ります。
不適切なことは何も言われていません。過度なことも何も表現されていません。それでも、ボアズの関心が真実なものであり、歓迎されていることに、読者は何の疑いも残りません。
契約への忠実さと人間の愛情
ルツ記の強みの一つは、神への忠実さが他者との間に感情的な距離を置くことを必要とするとは、決して示唆していない点にあります。ルツの忠誠は誠実であり、機械的なものではありません。ボアズの従順は注意深いものであり、冷たいものではありません。二人の関わりは、契約に対する責任と人間的な愛情が、緊張関係なしに共存できることを示しています。
この物語における神の働きは、実在する人々が思慮深く、心からの選択をすることを通して展開します。
なぜこれが重要なのか
ルツ記3:10は、この物語で展開することが単に適切なだけでなく、個人的なものであることを読者に確信させます。その後に続く結婚は、単に合法的または必要なものではありません。それは互いに望まれたものです。
これは重要です。なぜなら、聖書は契約への忠実さを、人間の感情の否定として示してはいないからです。むしろ、神がしばしば、原則に基づき、同時に深く人間的でもある関係を通して働かれることを示しています。ここで愛は従順を損なうのではなく、その中で働きます。
この書の簡潔さゆえに、この一節だけで十分です。これ以上何も述べる必要はありません。読者には、神の備えには義だけでなく、正しく秩序づけられた愛情も含まれているという静かな確信が与えられます。
